日本古代文学史　第十四回

第四章　近世の文学

二．俳諧

　俳諧（はいかい）とは、主に江戸時代に栄えた日本文学の形式、また、その作品のこと。誹諧とも表記する。正しくは俳諧の連歌あるいは俳諧連歌と呼び、正統の連歌から分岐して、遊戯性を高めた集団文芸であり、発句や連句といった形式の総称である。

　松尾芭蕉の登場により冒頭の発句の独立性が高まり、発句のみを鑑賞する事も多く行われるようになり、明治時代に成立した俳句の源流となる。時に作者個人の創作たる発句を完全に独立させた近代文芸の俳句と同一視される。専門的に俳諧に携わるひとを「俳諧師」と呼ぶ。 江戸期においては専業のいわゆる「業俳」が俳諧師と呼ばれていた。 本業があって趣味として俳諧を楽しむ人は「遊俳」と呼ばれ、遊俳は俳諧師とは呼ばれない。
１．芭蕉以前の俳諧

貞門俳諧

　江戸

HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%C7%B0%C6%DA"前期の俳諧

HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%C1%F7%C5%C9"流派，またその俳風。談林（だんりん）の新風･異風に対して古風･正風ともいう。〈貞門〉とは松永貞徳（ていとく）の俳門の意。俳風の上から宗鑑（そうかん），守武（もりたけ）(荒木田守武)以来の俳諧を，流派の上から18～19世紀の貞山，天来

HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%A4%A2%A4%BF%A4%EA"あたりまでを加えて貞門と呼ぶこともあるが，一般的には貞徳を盟主とする俳諧集団とその俳風をいう。　宗鑑，守武の16世紀から貞門派の台頭する17世紀までの約100年間は，三浦為春の《犬俤（いぬおもかげ）》《野犴（やかん）集》に代表されるような知識人の余技としての微温的なことば遊びの俳諧と，卑俗･露骨をいとわない言捨（いいずて）俳諧とが並び行われていた。
談林俳諧

江戸時代の俳諧

HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%C1%F7%C5%C9"流派，またその俳風。伝統的な貞門俳諧に反抗して起こり，1670年代(延宝期)を中心に流行，蕉風俳諧の台頭とともに急速に衰えた過渡期の俳諧である。貞門のなまぬるい俳風や堅苦しい作法に不満をもつ人びとが，連歌の余技として解放的･遊戯的な俳諧を楽しんでいた，大坂

HYPERLINK "http://kotobank.jp/word/%CC%EC%9C%BA%8Cm"天満宮の連歌所宗匠西山宗因を盟主とし，一派を成したもので，宗因流，またその俳号から梅翁（ばいおう）流ともいう。談林とはもと僧侶の学寮をいい，初めに江戸の松意（しようい）一派がそれを名のったが，のちに宗因をいただく諸派の俳諧の総称となった。
２．芭蕉の俳諧

　松尾 芭蕉（まつお ばしょう、寛永21年（1644年） - 元禄7年10月12日（1694年

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/11%D4%C228%C8%D5"11月28日））は、江戸時代前期の俳諧師。現在の三重県

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%D2%C1%D9R%CA%D0"伊賀市出身。幼名は金作。通称は甚七郎、甚四郎。名は忠右衛門宗房。俳号としては初め実名宗房を、次いで桃青、芭蕉（はせを）と改めた。北村季吟門下。

　蕉風と呼ばれる芸術性の極めて高い句風を確立し、後世では俳聖、俳聖として世界的にも知られる、日本史上最高の俳諧師の一人である。

　芭蕉が弟子の河合曾良を伴い、元禄2年3月27日（1689年5月16日）に江戸を立ち東北、北陸を巡り岐阜の大垣まで旅した紀行文『おくのほそ道』がある。

　門人に蕉門十哲と呼ばれる宝井其角・服部嵐雪・森川許六・向井去来・各務支考・内藤丈草・杉山杉風・立花北枝・志太野坡・越智越人や杉風・北枝・野坡・越人の代わりに蕉門十哲に数えられる河合曾良・広瀬惟然・服部土芳・天野桃隣、それ以外の弟子として万乎・野沢凡兆・蘆野資俊などがいる。

　この他にも地方でも門人らがあり、尾張・近江・伊賀・加賀などではそれぞれの蕉門派が活躍した。

　天和年間、俳諧の世界では漢文調や字余りが流行し、芭蕉もその影響を受けた。また、芭蕉庵について歌った句を例にあげると、字余りの上五で外の情景を、中七と下五で庵の中にいる自分の様を描いている。これは和歌における上句「五・七・五」と下句「七・七」で別々の事柄を述べながら2つが繋がり、大きな内容へと展開させる形式と同じ手段を使っている。さらに中七・下五で自らを俳諧の題材に用いている点も特徴で、貞門・談林風時代の特徴「－－は××である」と違いが見られる。

　天和期は芭蕉にとって貞門・談林風の末期とみなす評価もあるが、芭蕉にとってこの時期は表現や句の構造に様々な試みを導入し、意識して俳諧に変化を生み出そうと模索する転換期と考えられる。

　芭蕉は俳諧に対する論評（俳評）を著さなかった。芭蕉は実践を重視し、また門人が別の考えを持っても矯正する事は無く、「かるみ」の不理解や其角・嵐雪のように別な方向性を好む者も容認していた。下手に俳評を残せばそれを盲目的に信じ、俳風が形骸化することを恐れたとも考えられる。ただし、門人が書き留める事は禁止せず、土芳の『三冊子』や去来の『去来抄』を通じて知る事ができる。

　「かるみ」にあるように「俗」を取り込みつつ、芭蕉は「俗談平話」すなわちあくまで日常的な言葉を使いながらも、それを文芸性に富む詩語化を施して、俳諧を高みに導こうとしていた。これを成すために重視した純粋な詩精神を「風雅の誠」と呼んだ。これは、宋学の世界観が言う万物の根源「誠」が意識されており、風雅の本質を掴む（『三冊子』では「誠を責むる」と言う）ことで自ずと俳諧が詠め、そこに作意を凝らす必要が無くなると説く。この本質は固定的ではなく、おくのほそ道で得た「不易流行」の通り不易＝「誠によく立ちたる姿」と流行＝「誠の変化を知（る）」という2つの概念があり、これらを統括した観念を「誠」と定めている。

　風雅の本質とは、詩歌では伝統的に「本意」と呼ばれ尊重すべきものとされたが、実態は形骸化しつつあった。芭蕉はこれに代わり「本情／本性」という概念を示し、俳諧に詠う対象固有の性情を捉える事に重点を置いた。これを直接的に述べた芭蕉の言葉が「松の事は松に習へ」（『三冊子』赤）である。これは私的な観念をいかに捨てて、対象の本情へ入り込む「物我一如」「主客合一」が重要かを端的に説明している。

『奥の細道』

　『おくのほそ道』（おくのほそみち）は、元禄時代に活動した俳人

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%CB%C9%CE%B2%B0%C5%BD%B6"松尾芭蕉による紀行文集。元禄15年（1702年）刊。日本の古典における紀行作品の代表的存在であり、芭蕉の著作中で最も著名で「月日は百代の過客にして…」という序文により始まる。

　作品中に多数の俳句が詠み込まれている。「奥の細道」とも表記されるが、中学校

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%B9%FA%D5Z"国語の検定済み教科書ではすべて「おくのほそ道」の表記法をとっている。読み易い文庫判は、岩波文庫、角川ソフィア文庫、講談社学術文庫がある。

　芭蕉が、ほとんどの旅程で弟子の河合曾良を伴い、元禄2年3月27日（新暦1689年

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/5%D4%C216%C8%D5"5月16日）に江戸

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%C9%EE%B4%A8_(%BD%AD%96%7C%C7%F8)"深川の採荼庵（さいとあん）を出発し（行く春や鳥啼魚の目は泪）、全行程約600里（2400キロメートル）、日数約150日間で東北・北陸を巡って元禄4年（1691年）に江戸に帰った。「おくのほそ道」では、このうち武蔵から、下野、岩代、陸前、陸中、陸奥、出羽、越後、越中、加賀、越前を通過して旧暦

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/9%D4%C26%C8%D5"9月6日美濃大垣を出発するまでが書かれている（蛤のふたみにわかれ行秋ぞ）。曾良の随行日記も、没後数百年を経て曾良本と共に発見されている。
３．芭蕉以後の俳諧

天明の中興

　江戸時代の俳風。享保期(1716‐36)の俳諧への反省から，元禄期(1688‐1704)の俳諧(元禄俳諧)の純正な詩情を再生しようと俳壇が動き出し，明和･安永･天明ごろ(1770年代前後)盛時に達したもので，〈中興俳諧〉ともいう。長期にわたって各地に指導者が現れ，一種の文学運動として俳壇を導いた。…
与謝蕪村

　与謝 蕪村（よさ ぶそん、享保元年（1716年） - 天明3年12月25日（1784年

HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/1%D4%C217%C8%D5"1月17日））は、江戸時代中期の日本の俳人、画家。

　本姓は谷口、あるいは谷。「蕪村」は号で、名は信章。通称寅。「蕪村」とは中国の詩人陶淵明の詩「帰去来辞」に由来すると考えられている。俳号は蕪村以外では「宰鳥」、「夜半亭（二世）」があり、画号は「春星」、「謝寅（しゃいん）」など複数の名前を持っている。

　松尾芭蕉、小林一茶と並び称される江戸俳諧の巨匠の一人であり、江戸俳諧中興の祖といわれる。また、俳画の創始者でもある。写実的で絵画的な発句を得意とした。

　独創性を失った当時の俳諧を憂い『蕉風回帰』を唱え、絵画用語である『離俗論』を句に適用した天明調の俳諧を確立させた中心的な人物である。

　蕪村に影響された俳人は多いが特に正岡子規の俳句革新に大きな影響を与えたことは良く知られ、『俳人蕪村』（現在は講談社文芸文庫）がある。旧暦12月25日は「蕪村忌」。

川柳

　川柳（せんりゅう）は、五・七・五の音を持つ日本語の詩の一つ。口語が主体であり、季語や切れの制限もない。字余りや句跨りの破調、自由律も見られる。同じ音数律を持つ俳句とともに、俳諧すなわち俳諧連歌を源とする。付け句からあらかじめ用意された七七を省略し、五七五として独立した。江戸時代の前句師・柄井川柳が選んだ句の中から、呉陵軒可有が選出して『誹風柳多留』（はいふうやなぎだる）を刊行し盛んになったことから、「川柳」という名前で呼ばれるようになった。同時代は、「うがち・おかしみ・かるみ」という3要素を主な特徴とし、人情の機微や心の動きを書いた句が多かった。柄井川柳の死後も『誹風柳多留』は毎年刊行され、幕末（1838年、天保9年）まで167編を数えた。18世紀末の寛政の改革では政治、博打、好色といった風俗を乱す句が『誹風柳多留』から削除されるなどの検閲がなされた。

　初代川柳没後は、前句附興行から選句集「柳多留」への二重選考システムが失われ、次第に句会としての形式を強め、選者もベテラン作者が任意に行なうようになり、「柳多留」も句会発表誌の役割になりさがった。しかし、四世川柳の命名した「俳風狂句」時代は、文化文政期の江戸町人文化を背景に盛んとなり、四世川柳の門人には、九州・平戸6万3千石の大名・松浦静山（柳号・松山、流水、柳水）や葛飾北斎（柳号・卍）、都々逸の創始者・都々逸坊扇歌、「偐紫田舎源氏」の作者・柳亭種彦（柳号・木卯）など、当時一流の文化人が名を連ねていて、作品も狂句と命名されていても、内容的にはとても面白いものがある。さらに天保狂句期には、その隆盛を極めた。

　ところが、天保の改革に前後して、四世川柳は、公職の障りになるとして川柳号を辞めさせられ、佃島の魚問屋・腥斎佃（水谷金蔵）に五世川柳を譲り、自らは「柳翁」となった。天保の改革の風俗取締りは、当然、末番句を有する狂句界にも及び、取締りが厳しくなった。五世川柳は、狂句の存続を内容的変化に求め、「柳風式法」や「句案十体」という狂句界の規範を作り、内容も忠孝、仁義、報恩などの教化を主とするものにしてしまった。これが、自由な表現を旨としていた川柳に規範という重い指針となり、これを金科玉条とした以後の柳風狂句会の作者により、表面的な言葉遊びに堕落させてしまう原因となった。これは、五世川柳が悪いというのではなく、時代の風波に晒された川柳風を守る行為であり、いたしかたない選択であったろう。問題は、文明開化以後も、時代の風潮に変わらなかった明治柳風狂句の指導者たちの指導力のなさである。これは、柳風会内だけの言葉遊び、皮相的な作風に陥った。

